
二色小だより

ゴールデンウィーク、春の校外学習と子どもたちにとって楽しい日々が続く５月。

休日が多くなると生活が不規則になり体調も崩れやすくなります。ご家庭でもお子さまと一緒

に、休みの日の有意義な「我が家の過ごし方」を見つけ出してください。どこかに出かけるのもいい

ですが、家族でクッキングをしたり、ゆっくり会話をするいい機会かもしれません。お手伝いもいい

チャンスですね。

は１回目の となります。※５月６日 諸費の引き落とし
４月・５月の です。預金残高を確認しておいて２か月分
ください。もし、 となりますと、直接学校へ現残高不足
金を持ってきて頂かなくてはなりません。よろしくお願
いいたします。

学級より配布しました については、充分※ 「電話連絡網」
。 、取り扱いに注意してください いろいろな手口を使って

電話番号を聞き出そうとする者がいます。電話がかかっ
てきた時も教えることのないようにお願い致します。

の相談は・・・※セクハラ
こんなことを相談するのはおかしいのではないかなど
と悩まずに、気軽に相談してください 「被害者」はもち。
ろん 「加害者」も相談できます。、
今年度の窓口は、保健の北林、教頭の坂本、そして校
長の山本が担当します。

４月８日(金) １年生の給食が始まりました！
入学式がすんだ翌日、さ また 「残さずに食べられるかな？」と聞いたら 「はー、 、

っそく給食が始まりました い」と元気な返事が返ってきました。。

給食服に着替えるのも大変 「ちょっと苦手な物があるかな 「牛乳！｣。」

「 、 」そうですが、１人でやりき じゃあ 苦手だけどがんばって飲もうとしている人は

ろうとしている姿がほほえ 「はーい」

「 」 、 。ましいです。そして、重た すごーい と言うと さっそく牛乳を飲み始めました

い牛乳やおぼん、食器を２ そこで 「わかった。なぜ、、

人で協力して運んでいます こんなにかしこいのか。君。

なかには １人でも持てるよとがんばっている子も また たちは、ひょっとして ぴ、 。 、

教室では、初日牛乳キャップを開けるのに四苦八苦 「先 か ぴ か の」と言うと、続。

生あけて！」とさっそく助けを求める声が。しかし、それ けて「１年生」と大きな声

も３日目になると 「ほら、一人であけられたよ 」とあち で返ってきました。かわい、 。

こちで声がかかりました。 いですね。

校長室だより「青白」を別紙にて発行しています。学校新聞等おたよりはＨＰ上でも見ることができます。

か が や け 未来をになう 二色の子（んがえる力） （んばる力） （やさしい心） （んこうな体）
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２０１１年５月２日

聴力② 校外学習③④2 月

憲法記念日3 火

みどりの日4 水

こどもの日5 木

校外学習①②⑥ 諸費徴収6 金

聴力①9 月

耳鼻科健診①全③⑤抽出11 水

視力⑥ 児童委員会12 木

春の交通安全～１７

（立ち当番ご協力ありがとうございます）

予備日④ 校外学習⑤13 金

視力⑥⑤16 月

視力⑤④17 火

視力④18 水

眼科検診①19 木

尿蟯虫２次20 金 校区たんけん③

クラブ26 木

金 パッカー車来校④27

６月６日（月) 創立記念日 諸費引落

２９日（水）学習参観 教育講演会

※今年度は７月と９月に学校水泳実施予定です

※８月９日(火) 平和登校日 (予定に入れておいてください。）

※今年度より夏休み中の登校日も出席日数に含まれます。

６月の参観日に教育講演会開催
６月２９日(水)本校では、初めてＰＴＡ対象の教育講演会を

行います。ＮＨＫテレビ『ひとりでできるもん』の産みの親、

坂本廣子さんを招いて、二色校区だからこそ、いっしょに取り

組める「料理で子育て・楽しいね」をテーマにお話して頂きま

す。お誘い合わせの上、ぜひ、たくさんの皆様の参加をお待ち

しています。

今年もボランティアのご協力よろしく！
子どもの安全確保の付き添いや、英語活動、心地よい図

書室づくり等多くのご協力ありがとうございました。ボラ

。ンティアを募集しますので、担任までお知らせください



『親子でキッチン(上・下)』

『村おこしは包丁のリズムにのって 兵庫県丹波食の村おこし 年 』? 10 ?
『イラスト版台所の仕事 子供とマスターする の調理の知識』37
『がんばれひとりのごはんシリーズ ひとりでも安心手料理』

『台所育児一歳から包丁を 『家庭料理コツ辞典』』

『ジュニアクッキングシリーズ(全 巻)』5
『カンタン流手作りパン・発酵編』

『同 ひとりでも食べっきり上手』

『料理絵本 ひとりでクッキング(全 巻)』10
『舞ちゃんのひとりでできるもん(全 巻)』4
『自然流手作り和菓子』他多数

月 日：６月２９日（水）

時 程：第５校時 参観授業 １：４０～２：２５

講 演： ２：４０～４：００

場 所： 二色小体育館

今、日本で「食」と「教育」は連日、ニュースをにぎわすほどの大きな問題を含んだテーマに

なっています。そこで、料理本の執筆、子ども向けTV番組の監修、子ども料理教室など「食」

と「教育」について多彩な活動をされている坂本廣子さんをお招きしお話をしていただきます。

また、坂本廣子さんと、愛娘の佳奈さんは、子育てのレシピの連載もされています。坂本さんの

料理による子育てにはどんな秘訣があるのでしょう。

氏 名：坂本 廣子（さかもと ひろこ）

肩 書 き：料理研究家

主な経歴：神戸生まれの神戸育ち。同志社大学英文学部卒。幼児期からの食育を 年以上前から提30
唱し、日本の食育実践の先駆け、ＮＨＫ教育テレビの「ひとりでできるもん」の産みの親でもある。

「台所は社会の縮図」として、食育、介護、防災、食の村おこしなど、広く問題解決に取り組む社会

派料理研究家。米粉については、米粉パンも含めた家庭での活用法を、日本で初めて紹介した。教育

においては、ハンズオン（体感）教育を食育の分野から行なう。チルドレンミ

ュージアム研究として教材開発し、子供の体感料理教室「キッズ・キッチン」

は、本物の学力向上の切り札として注目を集めている。阪神淡路大震災に被災

し、その経験をもとに台所からの頑張らない防災を紹介する。食コンサルタントとして、製造、流

通、レシピ開発まで広い視野での指導も行なう。サカモトキッチンズタジオ主宰。

上記肩書き以外の「主な役職 ：」

相愛大学客員教授、神戸女子短期大学非常勤講師、地域に根ざした食育推進協議会委員、近畿米粉

食品普及推進協議会会長 キッズキッチン協会副会長 食と農の応援団員 子供のための博物館 キ、 、 、 「

ッズ・プラザ・オーサカ」講師、大阪府食育検討委員会座長（ＨＰより）

著 書 紹 介

校長室だより「青白」を別紙にて発行しています。学校新聞等おたよりはＨＰ上でも見ることができます。

か が や け 未来をになう 二色の子（んがえる力） （んばる力） （やさしい心） （んこうな体）

講 師 紹 介

この日は、お子さんの授業

を見られた後、ぜひお友達を

誘い、坂本さんのお話を聞き

に体育館へ来てください。

また、おじいちゃん、おば

あちゃんのおられる方も、ご

一緒にお話をぜひ聞いてくだ

さい。

明るく、楽しい語り口調に

頭も心も爽快になりますよ。


